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原
発
の
関
連
工
事

を
関
電
か
ら
受
注
し

て
い
た
地
元
土
木
建

設
会
社
の
顧
問
を
務

め
て
い
た
高
浜
町
元

助
役
が
関
電
幹
部
に
金
品
を
渡
し

て
い
た
。
こ
の
会
社
は
関
電
か
ら

過
去
４
年
間
で
30
億
円
超
の
工
事

を
受
注
し
て
お
り
、
元
助
役
に
は

手
数
料
と
し
て
３
億
円
が
流
れ
、

そ
の
カ
ネ
が
関
電
幹
部
に
配
ら
れ

た
▼
発
覚
は
税
務
調
査
に
よ
る
も

の
だ
が
、
そ
の
後
も
関
電
は
こ
の

問
題
を
公
表
せ
ず
、
世
間
に
知
れ

た
の
は
内
部
告
発
だ
と
言
わ
れ

る
。
関
電
の
労
働
者
か
ら
は
「
社

員
に
は
給
料
カ
ッ
ト
を
し
て
お
き

な
が
ら
、
幹
部
が
電
気
料
金
を
原

資
と
す
る
工
事
代
金
の
一
部
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
な
ど
許
さ
れ
な

い
」
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

内
部
告
発
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
業

者
は
工
事
代
金
の
１
割
に
も
上
る

額
を
元
助
役
に
渡
し
て
お
り
、
そ

れ
で
き
ち
ん
と
工
事
が
で
き
る
の

か
も
疑
わ
し
く
、
恐
ろ
し
い
▼
他

の
原
発
を
抱
え
る
電
力
会
社
も
大

同
小
異
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
に

も
原
発
が
立
地
す
る
自
治
体
や
地

元
の
業
者
に
は
消
費
者
が
負
担
す

る
電
気
料
金
を
原
資
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
便
宜
が
図
ら
れ
て
き
た
。

今
回
は
そ
の
カ
ネ
が
さ
ら
に
電
力

会
社
幹
部
に
も
還
流
し
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
元
助
役
と
関

係
の
深
い
会
社
か
ら
自
民
党
の
世

耕
弘
成
参
院
幹
事
長
や
稲
田
朋
美

幹
事
長
代
行
に
献
金
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

原
発
マ
ネ
ー
は
立
地
自
治
体
対
策

だ
け
で
な
く
、
電
力
会
社
幹
部
や

政
治
家
を
潤
す
た
め
に
も
使
わ
れ

て
い
た
の
だ
▼
こ
う
し
た
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
は
会
社
法
や
独
占
禁

止
法
、
政
治
資
金
規
制
法
の
強
化

が
必
要
だ
が
、
や
は
り
重
要
な
の

は
脱
原
発
だ
。
ま
た
、
消
費
者
と

し
て
も
新
電
力
へ
の
契
約
変
更
な

ど
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。 

（
蓮
）
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10月17日　 学校健診から見える格差と貧困
10月24日　「保険でより良い歯科医療」運動
10月31日　貧困と口腔崩壊（仮）
11月７日　ラグビーワールドカップとスポーツ歯科

「医療知ろう！」歯科を集中放送!!「医療知ろう！」歯科を集中放送!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分頃～毎週木曜19時40分頃～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

会
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

障
が
い
は
、
病
気
や
事
故
だ
け

で
な
く
、
心
身
の
老
化
に
よ
り
、

す
べ
て
の
人
が
必
ず
経
験
す
る
も

の
で
、
期
間
の
長
短
は
と
も
か

く
、
誰
で
も
一
度
経
験
す
る
と
そ

の
辛
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い

て
、
障
が
い
者
と
健
常
者
の
間
に

線
引
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

は
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
か
ら

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
へ

　

今
年
の
ひ
ま
わ
り
号
は
、
11
月

10
日
（
日
）、
滋
賀
県
の
彦
根
へ

行
く
予
定
で
す
。
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
者
と

と
も
に
旅
行
を
楽
し
み
、
お
互
い

に
理
解
し
、
思
い
を
共
有
す
る
機

と
進
化
し
、
障
が
い
者
と
健
常
者

が
分
け
隔
て
な
く
、
と
も
に
暮
ら

し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
障
が
い
者

が
列
車
で
外
出
し
よ
う
と
し
て

も
、
改
札
口
、
階
段
や
段
差
、
ホ

ー
ム
と
列
車
の
空
間
な
ど
の
整
備

は
不
十
分
で
、
時
に
は
大
き
な
事

故
の
不
安
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
簡

単
に
は
列
車
を
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
中
、
神
戸
市
は
高
齢
者

・
障
が
い
者
に
対
し
発
行
し
て
い

る
、
敬
老
パ
ス
・
福
祉
パ
ス
制
度

の
見
直
し
、
縮
小
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
敬
老
パ
ス
・
福
祉
パ
ス
は

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
社
会
参
加

や
移
動
支
援
に
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
制
度
で
、
改
悪
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
そ
う

で
な
い
人
も
一
緒
に
な
り
、「
い

つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
へ
で

も
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
交
通

の
し
く
み
」
と
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

求
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
必
要
で

す
。

　

「
ひ
ま
わ
り
号
」
は
、
障
が
い

者
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
の
夢
と

希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て
走
り
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
当
日
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
参
加
で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
募
金
は
郵
便
振
替
口
座
０
０
９

１
０
―
２
―
１
５
０
３
６
６
兵
庫

県
保
険
医
協
会
。
案
内
・
振
込
用

紙
を
月
刊
保
団
連
10
月
号
に
同
封

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

　

歯
科
医
療
充
実
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
参
加
を
―

―
。「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡

会
は
、「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会

が
呼
び
か
け
る
「
入
れ
歯
デ
ー
（
10
月
８
日
）」
か

ら
「
い
い
歯
の
日
（
11
月
８
日
）」
に
か
け
て
の
全

国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
署
名
を
は
じ
め
、
会
員

の
先
生
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
先
立
ち

９
月
28
日
に
は
、
元
町
商
店
街
東

入
口
前
で
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を
」
請
願
署
名
の
街
頭
宣

伝
行
動
を
開
催
。
協
会
の
西
山
裕

康
理
事
長
、
足
立
了
平
・
加
藤
擁

一
・
川
西
敏
雄
・
武
村
義
人
各
副

理
事
長
、
白
岩
一
心
理
事
、
幸
田

雄
策
評
議
員
、「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
会
長
の

雨
松
真
希
人
・
歯
科
技
工
士
ら
13

人
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
ハ
ン
ド

マ
イ
ク
で
、「
お
金
の
心
配
を
せ

ず
、
歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
を
」

「
保
険
の
き
く
歯
科
治
療
を
増
や

し
て
」「
歯
科
医
療
の
充
実
に
必

要
な
費
用
は
、
国
の
責
任
で
確
保

を
」
と
い
う
署
名
の
項
目
を
も
と

に
、
道
行
く
市
民
に
協
力
を
訴
え

た
。
署
名
33
筆
を
集
め
、
署
名
付

き
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約
１
０

「保険でより良い」
歯科署名　　　　

台風15号、九州北部豪雨災害の復興へ

救援募金にご協力ください
歯科は健康にとって「鉱山のカナリア」
口から見える健康格差とその処方箋

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会　市民学習会

郵便振替：00160－0－140346
加入者名：全国保険医団体連合会

【送金先】

障
が
い
者
の
日
帰
り
列
車
旅
行「
神
戸
ひ
ま
わ
り
号
」

障
が
い
者
の
夢
を
乗
せ

11
・
10
彦
根
市
へ

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

本
誌
本
誌
99
・・
1010
面
に
共
済
の
案
内

面
に
共
済
の
案
内

　９月に千葉県を中心に大きな被害をもたらした台風
15号、８月に佐賀、福岡、長崎を襲った九州北部豪雨
などにより被害を受けた会員のため、協会・保団連は
救援募金に取り組みます。募金の送付は、次の郵便振
替口座にお願いいたします。

※送金手数料はご負担ください。
※本募金は税務上の寄付金等の控除対象とはなりませんが、
「募金特別会費」として税務上の必要経費にできます。

お問い合わせは、保団連事務局 ☎03－3375－5121まで お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」実
現
へ
訴
え

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」実
現
へ
訴
え

「
入
れ
歯
デ
ー
」か
ら「
い
い
歯
の
日
」へ　

歯
科
医
療
充
実
へ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「保険でより良い」
 歯科署名にご協力を

10／９現在
 6564筆

　

締
切
ま
で
あ
と
２
カ
月
。
目
標
達
成
の

た
め
、
引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

日　時　11月10日（日）14時～16時（開場13時30分）
会　場　協会５階会議室
講　師　 東北大学大学院歯学研究科　国際歯科保健

学分野准教授　相田　潤先生
主　催　 「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会
共　催　 兵庫県保険医協会、兵庫県民主医療機関連

合会
参加費　無料
※終了後、歯の健康相談（無料）を実施します

協
会
役
員
が
元
町
商
店
街
入
口
で
歯
科
医
療
拡
充
を
ア
ピ
ー
ル

会
と
す
る
。

　

協
会
は
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
な

ど
で
、
歯
科
署
名
１
万
５
千
筆
を

目
標
に
会
内
外
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
11
月
28
日
の
国
会
で

の
歯
科
決
起
集
会
に
署
名
提
出
を

予
定
し
て
い
る
。
会
員
の
先
生
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

11
月
10
日
に
は
、
東
北
大
学
大

学
院
歯
学
研
究
科
准
教
授
の
相
田

潤
先
生
を
招
き
、
市
民
学
習
会

「
歯
科
は
健
康
に
と
っ
て
『
鉱
山

の
カ
ナ
リ
ア
』
口
か
ら
見
え
る
健

康
格
差
と
そ
の
処
方
箋
」
を
開
催

し
、
貧
困
問
題
が
背
景
に
あ
る
歯

科
の
健
康
格
差
縮
小
へ
の
方
策
に

つ
い
て
市
民
と
と
も
に
考
え
る
機

０
個
を
配
布
し
た
。

　

ま
た
、
毎
週
木
曜
の
ラ
ジ
オ
関

西
「
寺
谷
一
紀
と
！
い
・
し
ょ
く

・
じ
ゅ
う
」
で
の
協
会
番
組
枠

「
医
療
知
ろ
う
！
」
は
10
月
10
日

か
ら
11
月
７
日
ま
で
歯
科
医
療
を

テ
ー
マ
に
放
送
し
、
歯
科
医
療
充

実
の
重
要
性
を
リ
ス
ナ
ー
に
訴
え

る
。

元町商店街入口でアピール

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

日常診プレ企画を開催 ２面

研
面
究 ８面歯科定例研究会より
咬合違和感は歯科心身症？

第30回反核医師のつどい in 京都　参加記 ３面
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参
加
し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
、
テ

レ
ビ
局
の
報
道
で
は
、
岡
山
県
倉

敷
市
真
備
町
の
取
材
が
多
く
、
愛

媛
県
の
被
害
で
は
、
名
産
の
み
か

ん
畑
の
被
害
が
大
き
く
報
道
さ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
状
況
で
し

た
。
松
山
市
に
所
属
す
る
離
島
で

の
大
き
な
災
害
と
大
洲
市
の
洪
水

被
害
に
対
し
て
は
、
差
し
障
り
の

な
い
報
道
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
洲
市
を
流

れ
る
一
級
河
川
・
肱
川
流
域
の
野

村
ダ
ム
、
鹿
野
川
ダ
ム
、
周
辺
の

洪
水
被
災
地
を
訪
問
し
て
、
目
を

背
け
た
く
な
る
現
実
を
学
び
ま
し

　

大
型
台
風
17
号
の
影
響
で
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
、
保
団
連
と
保
団

連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の

愛
媛
県
の
洪
水
被
災
地
の
視
察
に

　

９
月
22
日
、
23
日
の
両
日
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団

連
）
と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、『
２

０
１
８
年
７
月
・
西
日
本
豪
雨
被

災
地
見
学
会
・
愛
媛
県
か
ら
学

ぶ
』
を
開
催
し
、
33
人
が
参
加
し

た
。
２
０
１
８
年
７
月
の
西
日
本

豪
雨
で
被
災
し
た
愛
媛
県
大
洲
市

の
肱ひ

じ

川か
わ

流
域
の
洪
水
被
災
地
を
視

察
し
た
。
参
加
し
た
白
岩
一
心
理

事
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

た
。
悪
天
候
で

も
、
こ
の
河
川

が
氾
濫
す
る
と

は
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

現
地
で
し
か
分

か
ら
な
い
こ
と

が
多
数
あ
り
ま
す
。
今
後
の
災
害

時
の
教
訓
を
次
世
代
に
受
け
継
い

で
い
く
た
め
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
意
義
深
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
新
し
く
出
会
う

こ
と
で
人
と
人
と
の
心
の
交
流
が

芽
生
え
ま
す
。
新
し
い
出
会
い
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豪
雨
に
よ
る
ダ
ム
の
決
壊
対
策

と
し
て
行
わ
れ
た
大
洲
市
・
肱
川

の
二
つ
の
ダ
ム
の
放
流
が
、
大
洲

盆
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

た
と
も
言
え
る
惨
状
に
つ
い
て
、

生
々
し
い
土
砂
崩
れ
、
被
災
し
た

家
屋
が
更
地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
状
況
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
河
川

窄
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
も
度

々
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
１
９
９
５
年
、
２
０
０

４
年
、
２
０
１
８
年
の
３
回
で

す
。
そ
の
教
訓
を
生
か
さ
れ
た
は

ず
の
対
策
が
、
昨
年
の
豪
雨
に
は

耐
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

肱
川
の
北
側
の

下
流
域
の
鹿
野
川

ダ
ム
、
南
側
の
下

流
域
に
あ
る
野
村

ダ
ム
の
豪
雨
時
の

大
規
模
な
放
水

が
、
河
川
氾
濫
を

招
い
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
想

定
以
上
の
災
害

で
、
失
わ
れ
た
尊

い
命
に
対
し
て
深

く
黙
祷
を
捧
げ
ま

す
。

　

今
回
の
視
察
会

で
は
、
お
２
人
の
開
業
歯
科
医
師

の
先
生
に
よ
る
、
生
々
し
い
写
真

を
交
え
た
復
活
ま
で
の
歩
み
を
解

説
し
た
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
や
歯
科
診
療
所
の
２
階
部
分

ま
で
の
浸
水
の
跡
の
お
話
も
伺
え

ま
し
た
。
同
じ
開
業
歯
科
医
師
と

し
て
、
災
害
か
ら
の
復
活
へ
の
強

い
決
意
や
地
域
歯
科
医
療
貢
献
へ

の
思
い
、
経
済
的
不
安
を
乗
り
越

え
る
実
行
力
を
お
伺
い
し
て
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
か
ら
来
年
で
25
年

を
迎
え
ま
す
。
私
自
身
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
避
難

者
の
方
々
が
保
険
証
が
な
い
中
、

夢
中
で
義
歯
の
新
製
作
を
し
て
い

た
時
は
、
ま
だ
29
歳
と
若
く
、
被

災
者
の
方
々
と
共
に
生
き
抜
く
思

い
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
年
齢

を
重
ね
た
こ
と
で
、
弱
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま

す
。

　

お
２
人
の
歯
科
医
師
の
先
生
の

共
通
点
は
、
患
者
さ
ん
の
か
け
が

え
の
な
い
命
綱
で
あ
る
カ
ル
テ
や

診
療
デ
ー
タ
を
守
る
、
命
が
け
の

行
動
に
あ
り
ま
し
た
。
歯
科
医
師

と
い
う
天
命
を
授
か
っ
た
以
上
、

大
き
な
責
務
も
お
２
人
の
先
生
か

ら
学
び
ま
し
た
。

　

肱
川
河
口
付
近
か
ら
佐
多
岬
半

島
の
北
側
に
は
、
伊
方
原
発
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
５
年

前
、
伊
方
原
発
視
察
会
に
参
加
し

た
こ
と
を
思
い
返
し
、
原
発
即
時

廃
炉
を
個
人
的
に
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
会
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
、
治
水
計
画
に
大
規
模
な
ダ

ム
が
有
効
か
、
公
共
事
業
に
税
金

が
注
ぎ
込
ま
れ
大
企
業
や
ゼ
ネ
コ

ン
に
投
資
さ
れ
て
い
な
い
か
の
検

証
、
今
後
、
大
型
公
共
事
業
に
依

存
し
な
い
治
水
計
画
の
議
論
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
河
川
氾
濫
を
予
測

し
、
田
畑
に
わ
ざ
と
水
を
流
し
込

む
た
め
の
暫
定
堤
防
（
越
水
堤

防
）
の
必
要
性
よ
り
も
、
自
然
の

あ
る
が
ま
ま
の
堤
防
治
水
計
画

や
、
山
林
で
は
竹
林
や
針
葉
樹
植

林
よ
り
も
広
葉
樹
の
幅
広
い
植
林

の
実
現
、
自
然
破
壊
の
ゴ
ル
フ
場

建
設
の
新
計
画
の
凍
結
、
ダ
ム
の

安
全
性
よ
り
も
人
間
の
命
の
安
全

性
を
守
る
国
、
県
、
市
町
村
の
姿

勢
、
住
民
同
士
の
連
帯
も
今
後
の

課
題
で
す
。
人
々
を
分
断
す
る
政

策
で
な
く
、
一
体
感
を
育
む
政
策

も
大
切
で
す
。

　

最
後
に
お
世
話
に
な
っ
た
愛
媛

県
保
険
医
協
会
会
長
の
藤
田
敏
博

先
生
、
事
務
局
長
の
大
本
靖
様
に

謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
企
画
が
全
国
に
広
が
り
、
国

民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
一
助
と

な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

障
害
の
原
因
と
な
る
と
し
、
運
転

事
故
の
増
加
、
認
知
症
の
リ
ス
ク

上
昇
、
死
亡
率
上
昇
の
可
能
性
を

指
摘
。
不
眠
に
対
し
て
は
診
断
と

薬
物
療
法
以
外
の
対
応
が
重
要
で

あ
り
、
投
薬
を
行
う
際
も
ベ
ン
ゾ

ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
以
外
の
薬
剤
も
存

在
す
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

協
会
は
９
月
28
日
、
第
28
回

日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
／

27
開
催
）
の
プ
レ
企
画
と
し

て
、
救
急
フ
ェ
ス
タ
「
心
肺
蘇

生
法
実
技
講
習
会
」
を
開
催
。

医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

事
務
ス
タ
ッ
フ
な
ど
87
人
が
参

加
し
、
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
、
気
管
挿
管

な
ど
を
実
習
し
た
。

　

気
管
挿
管
は
笹
生
病
院
の
大

井
利
彦
先
生
、
金
沢
病
院
の
高

田
耕
二
先
生
、
広
川
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
広
川
恵
一
先
生
が
、

Ｂ
Ｌ
Ｓ
は
病
院
看
護
師
ら
が
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

「
何
度
も
気
管
挿
管

の
練
習
が
で
き
、
自

信
が
つ
い
た
」「
い

ろ
い
ろ
質
問
も
で
き

た
の
で
、
疑
問
点
が

分
か
り
良
か
っ
た
」

「
継
続
し
て
受
講
し

た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。
同

講
習
会
は
、
今
月
27

日
の
交
流
会
当
日
も

開
催
す
る
（
下
に
案

内
）。

で
開
催
。
兵
庫
医
科
大
学
病
院
精

神
科
神
経
科
講
師
の
山
田
恒
先
生

が
講
演
し
、
同
科
主
任
教
授
・
心

療
部
長
の
松
永
寿
人
先
生
が
座
長

を
務
め
た
。
医
師
、
歯
科
医
師
ら

　

協
会
は
９
月
７
日
、
第
２
回
病

診
連
携
エ
ッ
セ
ン
ス
交
流
会
「
日

常
診
療
に
お
け
る
不
眠
と
そ
の
対

応
―
ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
剤

も
含
め
て
―
」
を
兵
庫
医
科
大
学

53
人
が
参
加
し
た
。

　

同
交
流
会
は
協
会

と
兵
庫
医
科
大
学
病

院
の
共
催
で
、
病
診

連
携
の
エ
ッ
セ
ン
ス

に
つ
い
て
相
互
理
解

を
深
め
、
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
る
。

　

山
田
先
生
は
、
ベ

ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系

薬
剤
は
、
認
知
機
能

修
復
工
事
中
の
現
場
か
ら
想
像
で

き
、
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
の
松
山
市
よ
り
も
南
側

の
南
予
に
位
置
す
る
肱
川
に
流
れ

込
む
支
流
は
、
非
常
に
多
く
４
７

０
を
超
え
る
う
え
に
、
中
流
域
に

大
洲
盆
地
が
あ
り
、
下
流
域
が
狭

２階まで水没した鹿野川診療所前で被害状況に
ついて愛媛協会の大本事務局長が説明　　　　

協会と兵庫医大共催の研究会に医師ら
53人が参加　　　　　　　　　　　　

BLS（上）や気管挿管（下）を練習する参加者

審査･指導相談日 ●11月14日（木）14時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。

参加費無料　ご参加お待ちしています!!

メインテーマ「医療連携のこれから～淡い光と深い闇」
日　時　10月27日（日）10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター９・10階（JR神戸駅から徒歩約７分）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840 研究部まで

分科会分科会 　10時～14時35分

　メインテーマ関連、日常診療、在宅医療、病診連携などの各演題発表
　※協会ホームページに各演題の抄録等を掲載予定

特別講演特別講演 　14時45分～17時

　「（あまり）病気をしない暮らし―がんは『運』である」

　大阪大学大学院医学系研究科・病理学　教授　仲野　徹先生

救急フェスタ救急フェスタ 　13時～14時30分

　－あなたの大切な人を守るために－　CPR講習会（心肺蘇生法実技　講習会）

展示コーナー展示コーナー 　10時～16時

　 ポスターセッション、医院新聞、文化部会員作品展「あなたと私の展示会」、
情報ネットワークコーナー、薬科部企画（薬膳茶試飲コーナー）、医療機器等
業者展示、東日本大震災被災地物産展ほか

※先着200名様に、兵庫県下各地の特産品をおみやげとしてお持ち帰りいただき
ます。

兵庫県保険医協会　第28回日常診療経験交流会兵庫県保険医協会　第28回日常診療経験交流会

大
規
模
ダ
ム
に
依
ら
な
い

治
水
を
考
え
る

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
や

不
眠
の
鑑
別
・
対
応
を
学
習

継
続
し
た
受
講
で
自
信

保
団
連　

西
日
本
豪
雨
被
災
地
見
学

兵
庫
医
大
病
院
と
第
2
回
病
診
連
携
交
流
会

日
常
診
プ
レ
企
画
・
救
急
フ
ェ
ス
タ

報 告

理
事　
　

白
岩　

一
心

日　時　11月２日（土）15時～16時30分
会　場　協会５階会議室
講　師　神鋼記念病院　脳神経外科　部長　上野　泰先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

脳卒中を知ることから始めましょう
～彼を知り己を知れば百戦殆うからず～

勤務医部会「病診連携研究会」
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京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
反
核
医

師
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
多
彩
な
講
師
に
よ
る
講
演
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
樋
口
氏
の
講
演
に
つ
い
て
振

り
返
り
ま
す
。

　

氏
は
２
０
１
４
年
に
関
西
電
力

大
飯
原
発
３
・
４
号
機
の
運
転
差

し
止
め
を
命
じ
る
判
決
を
下
す
と

と
も
に
15
年
に
は
関
西
電
力
高
浜

原
発
３
・
４
号
機
の
再
稼
働
差
し

止
め
を
求
め
た
仮
処
分
申
請
を
認

め
る
決
定
を
出
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
は
こ
う
し
た
判

決
や
仮
処
分
命
令
の
根
拠
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
氏
は
「
地
震
の
揺
れ

の
強
さ
を
示
す
ガ
ル
と
い
う
単
位

が
あ
る
。
ガ
ル
は
加
速
度
の
単
位

で
、
そ
の
地
の
揺
れ
の
大
き
さ
を

示
す
も
の
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

や
震
度
と
は
異
な
る
」
と
「
ガ

ル
」
を
紹
介
し
、「
11
年
東
日
本

大
震
災
：
２
９
３
３
ガ
ル
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
〈
以
下
、
Ｍ
〉

９
）、
16
年
熊
本
地
震
：
１
７
４

０
ガ
ル
（
Ｍ
７
・
３
）、
18
年
大

阪
府
北
部
地
震
８
０
６
ガ
ル
（
Ｍ

６
・
３
）」
な
ど
近
年
の
地
震
の

ガ
ル
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

現
在
の
原
発
の
表
向
き
の
（
捏
造

が
疑
わ
れ
る
）
耐
震
基
準
に
つ
い

て
「
大
飯
原
発
：
８
５
６
ガ
ル
、

東
海
第
二
原
発
：
１
０
０
９
ガ

ル
、
伊
方
原
発
：
６
５
０
ガ
ル
、

柏
崎
刈
羽
原
発
：
未
申
請
」
と
述

べ
た
上
で
、
有
名
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
の
住
宅
の
安
全
基
準
値
が
５
１

１
５
ガ
ル
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

「
住
宅
よ
り
も
脆
弱
な
原
発
で

は
、
毎
年
発
生
す
る
よ
う
な
震
度

６
程
度
の
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
な

い
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

私
は
氏
の
講
演
を
拝
聴
す
る
の

は
３
回
目
で
し
た
が
、
回
数
を
踏

む
に
つ
れ
、
講
演
が
分
か
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
で
、「
原
発

訴
訟
で
勝
訴
す
る
た
め
に
は
」
と

の
質
問
に
対
し
、「
国
や
電
力
会

社
が
設
定
す
る
専
門
的
な
土
俵
で

勝
負
を
し
な
い
こ
と
」
と
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
原
稿
作
成
中
に

福
島
第
一
原
発
事
故
の
責
任
を
問

わ
れ
て
、
東
電
の
旧
経
営
陣
３
人

が
強
制
起
訴
さ
れ
た
裁
判
で
東
京

地
裁
が
全
員
に
無
罪
判
決
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。
公
判
で
は
巨
大
津

波
の
予
見
可
能
性
が
争
点
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
震
時
の
ガ

ル
と
原
発
の
耐
震
基
準
を
示
し
、

す
で
に
地
震
に
よ
り
原
発
の
冷
却

機
能
が
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
争

点
で
あ
れ
ば
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
は
、
元
東

電
の
技
術
者
で
あ
っ
た
木
村
俊
雄

氏
も
告
発
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

重
要
な
点
で
、
木
村
氏
は
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
は
津
波
で
な
く
地
震
が
原

因
だ
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
樋
口
氏
は
「
と
に
か
く

原
発
は
危
な
い
」
と
い
う
根
拠
で

判
決
や
仮
処
分
命
令
を
出
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
、
協
会
は
こ
れ
ら
の

判
決
等
に
対
し
支
持
す
る
声
明
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

世
代
の
人
た
ち
に
も
受
け
継
い
で

も
ら
え
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
に
、
千
葉
県
幕
張
で
行
わ

れ
る
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
の
時
に
は
、
市
民
運
動
が
さ
ら

参加記②

原
発
を
止
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

分
か
り
や
す
い
理
由

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

人
気
の
あ
る
詩
人
で
、
１
９
４
３

年
、
同
志
社
大
学
の
学
生
の
時
に

治
安
維
持
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
美
し
く
抒
情
的
な
詩

を
、
禁
止
さ
れ
た
ハ
ン
グ
ル
で
書

用
先
に
も
核
兵
器
製
造
企
業
に
投

資
運
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
も
学
び
、
個
人
と
し
て
預

金
先
の
金
融
機
関
の
運
用
実
績
も

調
査
し
な
け
れ
ば
間
接
的
に
核
兵

器
開
発
に
手
を
貸
し
か
ね
な
い
実

状
に
も
強
い
懸
念
を
抱
き
ま
し

た
。
軍
事
費
削
減
や
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
批
准
を
求
め
た
り
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
に
反
対
し
た

り
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
運
動
へ
の
参

加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
メ
デ
ィ

ア
が
報
道
し
な
い
と
こ
ろ
に
も
着

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

２
日
間
で
感
じ
ま
し
た
。
核
の
傘

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
妄
想
を

持
つ
世
界
中
の
流
れ
か
ら
も
脱
却

し
、
世
界
の
非
核

地
帯
を
広
げ
る
た

め
に
も
、
今
後
も

核
兵
器
廃
絶
運
動

に
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

２
日
間
を
歴
史

文
化
の
町
・
京
都

で
過
ご
せ
た
有
意

義
な
成
果
を
、
次

　

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
」
に
併

せ
て
実
施
さ
れ
た
「
オ
プ
シ
ョ
ン

ツ
ア
ー
」
で
、
宇
治
市
の
尹
東
柱

記
念
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

尹
東
柱
さ
ん
は
、
今
も
韓
国
で

　

今
年
の
「
反
核
医
師
・
医
学
者

の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て
強
く
感

じ
た
こ
と
は
、
日
本
は
、
悪
質
な

核
兵
器
投
資
大
国
で
あ
る
こ
と
で

す
。
今
ま
で
は
武
器
輸
出
産
業
に

つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

年
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
身
近
な
金
融
機
関
が
、

資
産
運
用
の
一
方
法
と
し
て
核
兵

器
製
造
企
業
や
武
器
輸
出
企
業
に

融
資
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
を
学

び
ま
し
た
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆

地
で
の
鎮
魂
を
謳
い
な
が
ら
、
現

政
権
の
政
策
は
、
米
国
の
核
の
傘

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
立
場
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
に
任
せ
て
い
る
年
金
の
運

参加記③

参加記①

尹ユ
ン

東ド
ン

柱ジ
ュ

の
足
跡
を
感
じ
る

市
民
運
動
の
輪
を
広
げ
た
い

理
事　
　

水
間　

美
宏

理
事　
　

白
岩　

一
心

　

第
30
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
が
９
月
14
・
15
日
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
金
融
機
関
の
核
兵
器
製

造
企
業
へ
の
融
資
を
止
め
さ
せ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
」
の
中
心
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
ス
ー
ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
Ｐ
Ａ
Ｘ
核
軍
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が
講
演
し
、
全
国
か
ら
医
師
、
歯
科
医
師
、
医
学

生
ら
２
７
０
人
が
参
加
（
前
号
既
報
）。
協
会
か
ら
医
師
・
歯
科

医
師
11
人
が
参
加
し
た
。
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

市
民
の
運
動
で
核
廃
絶
を

市
民
の
運
動
で
核
廃
絶
を

第第
3030
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い

回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
inin
京
都　

参
加
記

京
都　

参
加
記

大飯原発差し止め仮処分の
判決を出した根拠について
話す樋口氏　　　　　　　

講
演
後
、
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

き
、
朝
鮮
独
立
運

動
へ
の
関
与
を
疑

わ
れ
た
の
で
す
。

懲
役
２
年
の
判
決

を
受
け
、
日
本
の

敗
戦
ま
で
あ
と
半

年
の
時
に
、
従
兄

と
共
に
、
27
歳
で

獄
死
し
ま
し
た
。

　

見
学
の
あ
と
岩

波
文
庫
の
尹
東
柱

詩
集
「
空
と
風
と

星
と
詩
」
を
購
入

し
ま
し
た
。
ハ
ン

グ
ル
と
日
本
語
訳

の
載
っ
て
い
る
詩

集
を
読
み
、
直
接

ハ
ン
グ
ル
で
読
め

る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
私
の

所
属
す
る
日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
東
神

戸
教
会
の
会
員

で
、
70
歳
を
過
ぎ

て
同
志
社
大
学
神

学
博
士
と
な
り
、

「
日
本
の
朝
鮮
支
配
と
宗
教
政

策
」
な
ど
の
著
書
も
あ
る
故
・
韓

晢
曦
さ
ん
が
、
尹
東
柱
さ
ん
と
共

に
過
ご
し
た
同
志
社
大
学
内
の
記

念
碑
建
立
に
関
わ
っ
た
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
私
は
京
都
府
立
医
科

大
学
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
（
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
）
の
理
事
長
も
し
て
い
ま
す

が
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
に
尹
東
柱

さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
祖
母
の
祖
父
で
あ
る
桂
太

郎
は
、
日
英
同
盟
で
英
国
の
イ
ン

ド
支
配
を
認
め
、
桂
タ
フ
ト
協
定

に
よ
っ
て
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
支

配
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
米
英
の

後
押
し
を
受
け
て
、
日
露
戦
争
で

朝
鮮
半
島
か
ら
ロ
シ
ア
を
追
い
払

い
、
韓
国
を
併
合
し
て
日
本
の
植

民
地
と
し
ま
し
た
。

　

最
近
の
日
韓
関
係
の
悪
化
を
見

る
に
つ
け
、
尹
東
柱
さ
ん
の
足
跡

を
記
念
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
さ
せ
る
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

「休業保障制度」ご加入の先生へ

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

・ 必ず第三者の医師に受診してください（受診後の休業に対
し保障します）。

・柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
・休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申
請してください。

11月17日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第96回評議員会　　14時30分～　臨時（決算）総会

・14時50分～　第42回共済制度委員会・特別報告

　「変容する金融市場と保険業界」
 富国生命保険相互会社取締役専務執行役員　櫻井　祐記氏

第96回評議員会 臨時（決算）総会・第42回共済制度委員会

お問い合わせは、☎078－393－1817まで

・16時20分～　特別講演

　「高齢者の生活実態と
 社会保障制度の課題」
 立命館大学産業社会学部特任教授　唐鎌　直義氏

第557回診療内容向上研究会

プライマリケア医のためのがん診療10の掟

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月19日（土）17時～　　会　場　協会5階会議室
講　師　白河厚生総合病院　総合診療科部長　東　光久先生
参加費　無料

に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
一
年
間
を
ど
う
過
ご
す
か
を

再
考
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た

な
誓
い
を
胸
に
、
市
民
運
動
の
輪

が
広
が
る
こ
と
を
切
望
し
て
い
ま

す
。
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石
炭
火
力
発
電
所
の

増
設
計
画

　

神
戸
製
鋼
は
、
神
戸
市
灘
区
灘

浜
の
神
戸
製
鉄
所
の
敷
地
内
に
お

い
て
、
出
力
１
４
０
万
ｋ
Ｗ
の
石

炭
火
力
発
電
所
を
、
２
０
０
２
年

か
ら
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
神
戸
製

鋼
は
、
こ
れ
に
加
え
、
同
敷
地
内

に
出
力
１
３
０
万
ｋ
Ｗ
の
石
炭
火

力
発
電
所
の
増
設
を
計
画
し
、
昨

年
５
月
に
環
境
影
響
評
価
の
手
続

を
終
え
、
同
年
10
月
に
建
設
工
事

を
開
始
し
た
。

　

新
設
発
電
所
の
建
設
は
、
環
境

影
響
評
価
法
の
対
象
事
業
で
あ

る
。
環
境
影
響
評
価
手
続
き
の
過

程
で
は
、
地
域
環
境
の
保
全
の
観

点
か
ら
、
あ
る
い
は
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
観
点
か
ら
、
建
設
に
反

対
す
る
市
民
意
見
が
多
数
提
出
さ

れ
た
（
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に

対
す
る
市
民
意
見
１
１
９
９
件
の

ほ
ぼ
全
て
が
、
建
設
に
反
対
す
る

意
見
で
あ
っ
た
）。

　

環
境
大
臣
も
、
温
暖
化
対
策
が

強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
で

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
が
多
い
石
炭
火
力

発
電
所
を
建
設
す
る
の
は
、
事
業

リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
な
ど
と
指

摘
し
、
事
業
実
施
の
再
検
討
を
求

め
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
産
業

大
臣
は
、
昨
年
５
月
に
、
事
業
者

に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
を

是
認
す
る
判
断
（
評
価
書
確
定
通

知
）
を
行
っ
た
。

健
康
面
・
環
境
面

か
ら
の
懸
念

①
大
気
汚
染

法
、
兵
庫
県
の
Ｐ
Ｍ
規
制
条
例
に

よ
り
、
全
国
よ
り
も
厳
し
い
規
制

が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現

在
も
な
お
、
建
設
予
定
地
付
近
で

は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
濃
度
が
高

く
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
環

境
基
準
は
達
成
さ
れ
て
い
な
い

（
図
１
）。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
２

の
環
境
基
準

は
、
１
時
間
値
の
１
日
平
均
値
が

０
・
04
ｐ
ｐ
ｍ
か
ら
０
・
06
ｐ
ｐ

ｍ
ま
で
の
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
れ

以
下
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
神

戸
南
部
、
特
に
、
灘
浜
局
や
住
吉

南
局
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｏ
２
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
濃
度
（
１
時
間

値
の
１
日
平
均
値
）
は
、
し
ば
し

ば
０
・
04
ｐ
ｐ
ｍ
か
ら
０
・
06
ｐ

ｐ
ｍ
の
ゾ
ー
ン
内
の
値
と
な
る
。

建
設
予
定
地
付
近
は
、
環
境
基
準

告
示
に
よ
れ
ば
、
現
状
非
悪
化
が

求
め
ら
れ
る
地
域
に
該
当
す
る

（
図
２
）。

　

石
炭
火
力
発
電
所
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
、

Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
ば
い
じ
ん
等
の
大
気
汚

染
物
質
、
水
銀
の
排
出
と
い
う
点

で
、
最
悪
の
発
電
形
式
で
あ
る
。

事
業
者
が
神
戸
市
に
提
出
し
た
資

料
に
よ
れ
ば
、
新
設
発
電
所
が
稼

働
す
る
と
、
現
在
ま
で
の
排
出
水

準
と
比
較
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ

、

Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
ば
い
じ
ん
排
出
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
最
大
で
36
〜
72
％
、

10
〜
56
％
、
43
％
〜
３
５
１
％
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
天
然

ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
な
ら
ば
、
大

気
汚
染
物
質
の
排
出
は
激
減
す
る

し
、
石
炭
火
力
の
よ
う
に
、
水
銀

が
環
境
中
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
も

な
い
。
本
計
画
の
最
大
の
問
題

は
、
そ
の
よ
う
な
石
炭
火
力
発
電

所
を
、
過
去
の
深
刻
な
大
気
汚
染

か
ら
の
環
境
改
善
の
途
上
に
あ

る
、
１
５
０
万
人
都
市
神
戸
の
人

口
密
集
地
域
に
増
設
す
る
と
い
う

点
に
あ
る
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

　

新
設
発
電
所
は
、
年
間
６
９
２

万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
既
設
発
電
所
と
合

わ
せ
る
と
１
４
８
２
万
ト
ン
の
排

出
と
な
る
。
天
然
ガ
ス
火
力
と
比

較
し
て
、
１
ｋ
Ｗ
時
あ
た
り
２
倍

以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
石
炭

火
力
は
、
温
暖
化
対
策
と
い
う
観

点
か
ら
も
最
悪
の
電
源
で
あ
る

（
図
３
）。
報
道
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
仏
・
英
・
カ
ナ
ダ
は
２
０

３
０
年
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
前

に
、
産
炭
地
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
す

ら
２
０
３
８
年
ま
で
に
脱
石
炭
を

実
現
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い

る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
、
本

件
を
含
め
、
石
炭
火
力
の
新
増
設

計
画
が
多
数
あ
り
、
日
本
の
温
暖

化
対
策
目
標
の
実
現
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
。
環
境
大
臣
は
、
本
年

３
月
、
現
在
の
日
本
各
地
の
石
炭

火
力
発
電
所
建
設
計
画
が
実
現
す

る
と
、
２
０
３
０
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
と
の
関
係
で
約
５
２
０

０
万
ト
ン
超
過
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
政
府
は
、
２
０
５
０
年
に
温
室

効
果
ガ
ス
を
80
％
削
減
す
る
こ
と

を
閣
議
決
定
し
て
お
り
、
今
後
30

年
〜
40
年
も
稼
働
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
石
炭
火
力
を
建
設
す
る

の
は
不
合
理
で
あ
る
。

市
民
に
よ
る
反
対
運
動

―
訴
訟
の
提
起
へ

　

付
近
住
民
ら
は
、
既
設
発
電
所

が
建
設
さ
れ
た
当
時
か
ら
反
対
運

動
等
を
展
開
し
て
き
た
。
新
設
発

な
ど
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
っ

て
結
成
さ
れ
た
「
神
戸
の
石
炭
発

電
を
考
え
る
会
」
が
、
兵
庫
県
保

険
医
協
会
な
ど
多
く
の
団
体
、
市

民
の
協
力
を
得
て
、
反
対
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。

　

２
０
１
７
年
12
月
に
は
、
５
０

０
人
近
く
の
住
民
ら
が
、
神
戸
製

鋼
ら
を
相
手
方
に
、
新
設
発
電
所

の
環
境
影
響
評
価
の
や
り
直
し
、

建
設
の
取
り
や
め
な
ど
を
求
め

て
、
兵
庫
県
公
害
審
査
会
に
公
害

調
停
の
申
請
を
行
っ
た
。
し
か

し
、
調
停
手
続
中
も
、
新
設
発
電

所
の
建
設
に
向
け
た
手
続
が
進
め

ら
れ
た
た
め
、
住
民
ら
は
公
害
調

停
申
請
を
取
り
下
げ
る
と
と
も

に
、
昨
年
９
月
、
神
戸
製
鋼
ら
を

被
告
と
し
て
、
新
設
発
電
所
の
建

設
・
操
業
の
差
し
止
め
を
求
め
る

民
事
訴
訟
を
、
神
戸
地
方
裁
判
所

に
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
ら
は
、
昨
年
12

月
、
新
設
発
電
所
に
関
す
る
不
十

分
な
環
境
影
響
評
価
を
是
認
し
た

経
済
産
業
大
臣
の
判
断
（
前
記
の

評
価
書
確
定
通
知
）
は
違
法
で
あ

り
、
取
り
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
な
ど
と
主
張
し
て
、
国
を
被
告

と
す
る
行
政
訴
訟
を
、
大
阪
地
方

裁
判
所
に
提
起
し
た
。

　

石
炭
火
力
発
電
所
の
新
設
に
反

対
す
る
公
害
調
停
の
申
請
は
、
全

国
で
初
め
て
の
例
で
あ
っ
た
。
石

炭
火
力
の
差
し
止
め
を
求
め
る
民

事
訴
訟
は
、
現
在
仙
台
地
裁
で
争

わ
れ
て
い
る
例
に
続
く
２
例
目
で

あ
る
。
ま
た
、
石
炭
火
力
発
電
所

に
関
す
る
環
境
影
響
評
価
が
不
合

理
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
前
記

の
行
政
訴
訟
も
全
国
初
の
試
み
で

あ
る
（
本
年
５
月
、
横
須
賀
に
お

け
る
石
炭
火
力
発
電
所
建
設
計
画

に
関
し
、
同
様
の
行
政
訴
訟
が
提

起
さ
れ
た
）。

　

世
界
各
地
で
は
、
温
暖
化
対
策

の
実
施
や
、
温
暖
化
対
策
に
逆
行

す
る
石
炭
火
力
の
建
設
差
し
止
を

求
め
る
「
気
候
変
動
訴
訟
」
が
提

起
さ
れ
て
い
る
が
、
仙
台
、
神

戸
、
横
須
賀
に
お
け
る
訴
訟
は
、

日
本
に
お
け
る
気
候
変
動
訴
訟
の

先
駆
け
で
あ
る
。

　

石
炭
火
力
発
電
所
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
、

Ｎ
Ｏ
Ｘ

、
ば
い
じ
ん
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ

や
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
を
含
む
）
等
の

大
気
汚
染
物
質
、
水
銀
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
環
境
負
荷
が
大
き
い
。
大

規
模
石
炭
火
力
発
電
所
の
建
設
に

際
し
て
は
、
事
前
に
環
境
影
響
評

価
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
本
件
新
設
発
電
所
に
つ

い
て
も
環
境
影
響
評
価
が
行
わ
れ

た
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
つ
い

て
は
、
日
本
で
は
、
環
境
基
準
が

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境
影
響

評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
も
、
石
炭

と
比
べ
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
半
分
以

下
で
あ
る
天
然
ガ
ス
火
力
と
い
う

代
替
案
が
あ
る
の
に
、
そ
の
代
替

案
と
の
比
較
検
討
も
行
わ
れ
て
い

な
い
（
環
境
影
響
評
価
の
仕
組
み

に
限
ら
ず
、
日
本
の
法
制
度
は
、

温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
石
炭
火

力
の
新
増
設
に
歯
止
め
を
か
け
る

仕
組
み
を
持
っ
て
い
な
い
）。
石

炭
火
力
発
電
所
の
建
設
に
か
か
る

環
境
影
響
評
価
手
続
き
に
は
、
た

と
え
ば
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が

あ
る
が
、
制
度
の
見
直
し
の
動
き

は
今
の
と
こ
ろ
な
く
、
前
記
の
行

政
訴
訟
は
、
環
境
影
響
評
価
制
度

の
改
善
を
求
め
、
国
や
世
論
に
対

し
て
問
題
提
起
を
行
う
と
い
う
ね

ら
い
も
持
っ
て
い
る
。

　

神
戸
南
部
を
含

む
阪
神
間
の
地
域

は
、
か
つ
て
深
刻

な
大
気
汚
染
公
害

を
経
験
し
た
。
こ

れ
を
克
服
す
る
た

め
、
過
去
30
年
に

わ
た
り
、
大
気
汚

染
防
止
法
上
の
総

量
規
制
、
自
動
車

Ｎ
Ｏ
Ｘ

・
Ｐ
Ｍ

電
所
の
建
設
計
画
に
対
し

て
も
、
地
元
の
市
民
団

体
、
公
害
被
害
者
の
団

体
、
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
は

６
月
22
日
、
石
炭
火
力
発
電
所

に
よ
る
健
康
被
害
な
ど
に
つ
い

て
の
学
習
会
「
ま
だ
神
戸
に
石

炭
火
力
発
電
所
は
必
要
で
す

か
？
」
を
開
催
し
た
。
当
日
の

講
演
録
を
掲
載
す
る
。

環境・公害対策部学習会

環境負荷の高い石炭火発は廃止を

【しまむら　たけし】1973年埼玉県
所沢市生まれ。96年東京大学法学部
卒業、2001年同法学政治学研究科博
士課程単位取得退学、01年日本学術
振興会特別研究員、04年神戸大学大
学院法学研究科助教授、07年神戸大
学大学院法学研究科准教授、12年神
戸大学大学院法学研究科教授（現職）

神戸大学大学院法学研究科

島村　健教授

石炭火発差止訴訟へご支援を

特別研究会

HPVワクチン
－わかっていることを踏まえてどうすべきか－

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

　神鋼石炭火力差止訴訟（民事
・行政）は、訴訟を財政面、運
動面から支えるサポーターを募
集しております（コアサポータ
ー、クラウドサポーター）。ウ
ェブサイトをご覧いただき、活
動への参加、ご支援をいただけ
ると幸いです。
【神戸の石炭火力発電を考える会】
住所： 神戸市灘区山田町３－１

－１ 
（公財）神戸学生・青年
センター内

Mail：kobesekitan@gmail.com　
HP： https://kobesekitan.jimdo.

com/

日　時　11月16日（土）15時～18時　　会　場　協会５階会議室
講演１　名古屋スタディとその反響
　　　　名古屋市立大学大学院医学研究科　公衆衛生学分野
 教授　鈴木　貞夫先生
講演２　 HPVワクチンの積極的勧奨一時差し控え継続が生む子宮

頸がん罹患リスクの世代間格差
　　　　大阪大学大学院医学系研究科　産科学婦人科学
 　講師　上田　豊先生
講演３　HPVワクチン接種後の慢性疼痛と機能性身体症状
　　　　JR東京総合病院　顧問　奥山　伸彦先生

図１　石炭火力発電所から排出される排ガスの人体への影響

図２　石炭火力発電所の立地は神戸市の住宅地近く

図３　石炭は“高効率火力発電”でもCO2排出が
LNGの約２倍　  　　　　　　　　
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10
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
10
％

へ
の
増
税
強
行
を
受
け
、
協
会
が

　

本
著
は
、
当
会
会
員
で
も
あ
る

吉
田
静
雄
先
生
の
著
書
で
あ
る
。

　

医
師
と
し
て
65
年
間
の
豊
富
な

内
外
の
経
験
か
ら
、「
世
界
に
誇

る
べ
き
日
本
の
医
療
」
が
崩
れ
つ

つ
あ
る
と
し
、
そ
の
具
体
的
な
改

善
策
と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
や

価
値
観
が
日
本
の
医
療
の
基
盤
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

序
章
で
は
、
日
本
の
医
療
は
、

「
中
小
民
間
病
院
が
病
院
の
約
７

割
、
ベ
ッ
ド
数
の
半
数
以
上
を
占

ド
数
の
削
減
を
推
し
進
め
れ
ば
、

税
金
で
賄
わ
れ
る
病
院
し
か
生
き

延
び
ら
れ
ず
、
待
機
日
数
や
再
入

院
の
増
加
、
救
急
治
療
の
レ
ベ
ル

低
下
を
招
く
と
危
惧
す
る
。
医
療

費
削
減
に
始
ま
る
医
療
機
関
の
経

営
圧
迫
、
労
働
条
件
の
悪
化
、
労

働
意
欲
の
低
下
が
、
患
者
へ
の
し

わ
寄
せ
、
不
満
、
苦
情
、
訴
訟
の

増
加
へ
と
つ
な
が
る
た
め
、
今
こ

そ
「
医
療
環
境
の
悪
化
を
食
い
止

め
、
医
療
へ
の
信
頼
を
取
り
戻

せ
」
と
述
べ
る
。

　

提
言
１
で
は
「
医
療
の
財
源
問

題
は
、
公
私
間
格
差
を
な
く
す
こ

と
で
解
決
せ
よ
」
と
し
、
中
小
病

院
を
守
る
た
め
に
、
古
い
病
院
・

施
設
は
補
助
金
に
よ
り
建
て
替

え
、
税
や
財
源
配
分
に
公
平
性
と

格
差
是
正
を
求
め
、
公
的
病
院
に

は
不
採
算
部
門
と
高
度
先
進
医
療

に
の
み
公
費
補
助
を
行
う
べ
き
と

す
る
。
開
業
医
に
対
し
て
は
「
野

放
図
な
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
偏
在

解
消
の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
あ
る
程
度
私
権
の

制
限
は
や
む
を
得
な
い
」
と
す

る
。

　

提
言
４
で
は
、
医
師
数
の
増

強
、
看
護
師
不
足
の
解
消
、
医
師

の
働
き
方
改
革
、
勤
務
医
の
待
遇

改
善
、
主
治
医
制
の
廃
止
、
チ
ー

ム
医
療
の
重
要
性
、
開
業
医
の
グ

ル
ー
プ
診
療
、
研
修
医
制
度
改

革
、
専
門
医
制
度
の
診
療
報
酬
へ

の
反
映
な
ど
に
よ
り
、
現
在
進
行

し
つ
つ
あ
る
医
療
提
供
体
制
の
縮

小
を
防
止
し
、「
医
療
の
将
来
を

担
う
、
優
れ
た
人
材
が
育
つ
環
境

を
整
え
、
ゆ
と
り
あ
る
医
療
、
教

育
、
社
会
を
目
指
せ
」
と
す
る
。

　

提
言
５
で
は
、「
根
本
を
理
解

し
な
い
表
面
的
な
医
療
制
度
や
思

想
の
輸
入
は
諸
悪
の
根
源
」
で
あ

り
、
特
に
医
療
崩
壊
国
家
ア
メ
リ

カ
の
真
似
に
苦
言
を
呈
す
る
。

　

提
言
６
で
は
、
和
式
ト
イ
レ
、

男
便
器
、
風
呂
文
化
、
畳
生
活
、

木
材
建
築
、
清
潔
文
化
な
ど
の
日

本
の
生
活
風
習
が
健
康
を
守
る
と

述
べ
、
同
時
に
「
戦
後
失
わ
れ
た

日
本
の
支
え
合
う
価
値
観
を
医
療

の
中
に
取
り
戻
せ
」
と
し
、
大
変

興
味
深
い
。

　

提
言
７
で
は
、「
子
供
が
増
え

れ
ば
景
気
は
良
く
な
る
」
と
考

え
、「
20
歳
代
前
半
で
結
婚
す
れ

ば
税
を
半
分
に
」「
育
児
中
は
住

民
税
を
な
く
す
」「
出
産
費
用
の

無
料
化
、
児
童
手
当
の
倍
増
、
専

業
主
婦
の
評
価
見
直
し
」
な
ど
、

実
効
あ
る
大
胆
な
少
子
化
対
策
を

求
め
る
。

　

提
言
９
で
は
、
大
型
消
費
型
経

済
の
終
焉
に
際
し
、
低
成
長
時
代

に
合
わ
せ
た
生
き
方
を
勧
め
る
。

ま
た
、
日
本
文
化
と
と
も
に
日
本

の
医
療
を
「
輸
出
産
業
」
と
し
、

特
に
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
式
学
習
療

法
」
が
認
知
症
の
進
行
抑
制
や
改

善
に
有
効
で
、
高
齢
者
施
設
に
広

が
り
そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と

の
報
告
は
、
評
者
は
初
め
て
耳
に

し
た
。

　

巻
末
付
録
の
「
医
療
消
費
税
に

つ
い
て
〜
考
察
と
訴
訟
の
経
緯
」

は
、
近
年
著
者
が
最
も
力
を
注
い

だ
問
題
で
、
そ
の
情
熱
に
は
頭
が

下
が
る
。

　

評
者
は
、
少
な
か
ら
ず
筆
者
に

接
す
る
機
会
が
あ
る
せ
い
か
、
と

に
か
く
「
面
白
く
」
何
物
に
も
と

ら
わ
れ
な
い
率
直
な
提
言
は
「
痛

快
」
で
も
あ
る
。
本
論
を
補
強
す

る
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
的
傍
論
も
興

味
深
く
読
め
る
。

　

第
一
線
の
臨
床
外
科
医
と
し

て
、
ま
た
病
院
の
理
事
長
、
各
種

団
体
の
要
職
と
し
て
、
そ
し
て
長

い
人
生
の
豊
富
な
経
験
、
観
察

力
、
分
析
力
、
洞
察
力
か
ら
の
提

言
と
し
て
、
令
和
時
代
の
日
本
の

医
療
を
再
考
す
る
点
か
ら
、
必
読

の
書
で
あ
る
。

 

【
明
石
市　

西
山　

裕
康
】

著
者
紹
介

吉
田　

静
雄
／
ヨ
シ
ダ 

シ
ズ
オ

医
学
博
士
。
１
９
３
０
年
生
ま
れ

　

兵
庫
協
会
の
会
員
と
し
て
、
控

除
対
象
外
消
費
税
の
い
わ
ゆ
る
損

税
問
題
に
関
し
て
、
厚
労
省
要
請

な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

１
９
５
５
年
に
大
阪
大
学
卒
業

後
、
５
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
を

経
て
、
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
、

大
阪
厚
生
年
金
病
院
外
科
部
長
の

の
ち
尼
崎
中
央
病
院
理
事
長
に
就

任
。
尼
崎
市
医
師
会
理
事
、
全
日

本
病
院
協
会
常
任
理
事
、
兵
庫
県

私
立
病
院
協
会
（
現
・
兵
庫
県
民

間
病
院
協
会
）
理
事
・
副
会
長
な

ど
を
歴
任

め
」「
救
急

医
療
と
入
院

患
者
」
を
中

心
に
「
病
院

勤
務
職
員

が
、
日
夜
献

身
的
な
努
力

で
支
え
て
い

る
」
と
し
た

う
え
で
、
こ

れ
以
上
ベ
ッ

参
加
す
る
「
10
月
消
費
税
10
％
ス

ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協

議
会
（
県
社
保
協
）
は
、
そ
れ
ぞ

れ
９
月
28
日
、
10
月
１
日
、
元
町

・
大
丸
前
で
街
頭
宣
伝
を
行
っ

た
。
９
月
28
日
に
は
６
団
体
か
ら

23
人
が
参
加
し
た
。

　

９
月
28
日
の
宣
伝
に
は
、
協
会

か
ら
は
西
山
裕
康
理
事
長
、
武
村

義
人
・
口
分
田
真
・
加
藤
擁
一
・

川
西
敏
雄
各
副
理
事
長
、
白
岩
一

心
・
小
松
盛
樹
両
理
事
が
参
加
し

た
。

　

西
山
理
事
長
は
「
消
費
税
が
ま

も
な
く
引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
増
税
で

は
ど
う
だ
っ
た
か
。
増
税
分
は
社

会
保
障
に
回
す
と
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
法
人
税
と
所
得
税
の
減

税
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
も

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
窓
口
負
担

を
２
割
に
倍
増
さ
せ
る
社
会
保
障

改
悪
を
政
府
は
計
画
中
だ
。
増
税

分
は
社
会
保
障
充
実
に
は
決
し
て

回
ら
な
い
。
税
率
は
８
％
に
戻
す

べ
き
だ
」
と
通
行
人
に
訴
え
、
68

筆
が
集
ま
っ
た
。

　

宣
伝
で
は
桜
井
周
衆
議
院
議
員

ら
よ
り
消
費
税
増
税
反
対
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

増
税
当
日
と
な
っ
た
10
月
１
日

に
は
、
県
社
保
協
が
宣
伝
。
川
西

敏
雄
副
理
事
長
が
参
加
し
、
消
費

税
を
８
％
へ
戻
す
よ
う
訴
え
た
。

発
行　

幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

１
５
０
０
円
＋
税　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シールボードで市民と対話した後、署名を集める
小松理事（中央）　　　　　　　　　　　　　　

宣伝では通行人が署名に協力し、68筆が集まった

吉
田　

静
雄　

著

『
医
療
の
本
懐
』

社
会
保
障
に
回
ら
な
い

　
　
　
　
　

消
費
税
増
税

神戸支部、地域医療部共催

「北神の地域医療の現状・課題
 ～病院統合計画を受けて～」

第35回地域医療を考える懇談会 記録集ができました

無料。ご希望の方は、☎078－393－1807まで

　今年３月23日に開催した第35回地域医療を考える懇談
会の記録集が完成しました。奥谷貴弘先生（済生会兵庫
県病院・小児科部長）、高田幸浩先生（北区・たかた内
科クリニック院長）、貞弘信行先生（北区・さだひろこ
どもクリニック院長）、森岡芳雄先生（東灘区・東神戸病院小児科、協
会副理事長）の話題提供者４人の報告などを掲載しています。

消
費
税
増
税
強
行
に
抗
議
の
街
頭
宣
伝

普
及
が
必
要
と
訴
え
た
。
ま
た
、

福
島
の
原
発
事
故
以
来
世
界
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
が

進
ん
で
い
る
が
、
日
本
は
、
今
な

お
、
原
子
力
と
化
石
燃
料
を
基
幹

電
源
に
据
え
て
お
り
世
界
で
最
も

福
島
原
発
事
故
か
ら
学
ん
で
い
な

い
、
日
本
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
１
０
０
％
の
持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え

た
。

　

そ
し
て
、
和
田
氏
自

身
、
原
子
力
産
業
に
携

わ
っ
て
い
た
が
、
１
９

８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
事
故
に
よ
り
見

方
を
変
え
ら
れ
た
こ
と

や
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
原
発
ゼ
ロ
を
謳
っ
た

民
主
党
が
消
滅
し
た
一

方
で
、
自
民
党
は
世
界

に
原
発
を
売
り
込
み
始

め
た
が
、
こ
と
ご
と
く

失
敗
し
た
こ
と
、
日
本

で
も
２
０
１
２
年
に
固

定
価
格
買
取
制
度
が
始
ま
っ
た
が

世
界
で
70
番
目
で
あ
っ
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。

　

今
回
の
講
演
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

〝
市
民
・
地
域
主
導
〞
に
よ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
で
あ

る
と
感
じ
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
に
対
し
国
は
後
ろ
向

き
で
個
人
で
で
き
る
こ
と
は
少
な

い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、
和

田
氏
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
と
し
、

そ
の
代
表
の
一
つ
に
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

（
日
本
生
活
協
同
組
合
）
が
市
民

主
導
で
電
力
を
つ
く
り
供
給
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
一
市
民

と
し
て
新
電
源
に
参
加
す
る
こ
と

は
い
と
も
簡
単
と
感
銘
し
、
早
速

契
約
更
改
を
申
し
込
ん
だ
。

　

近
畿
各
協
会
の
活
動
交
流
も
行

わ
れ
、
公
害
環
境
対
策
役
員
ら
な

ど
各
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。

　

和
田
武
氏
は
講
演
で
、
最
初
に

温
暖
化
の
影
響
の
現
実
を
紹
介
の

上
、
世
界
で
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
が
〝
不
可
逆
的
〞
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
警
告
し
た
。
温
暖
化
危
機

を
回
避
す
る
た
め
に
、
市
民
・
地

域
主
導
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
９
月

１
日
、
公
害
環
境
対
策
担
当
者
交

流
会
を
和
歌
山
市
内
で
開
催
し

た
。「
市
民
・
地
域
主
導
で
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
推
進
し

よ
う
〜
世
界
の
最
新
動
向
を
踏
ま

え
つ
つ
日
本
の
今
後
を
考
え
る

〜
」
を
テ
ー
マ
に
和
歌
山
大
学
客

員
教
授
の
和
田
武
氏
が
講
演
し
、

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。
川
西
敏

雄
副
理
事
長
の
参
加
記
を
紹
介
す

る
。 保

団
連
公
害
環
境
対
策
担
当
者
交
流
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
は
市
民
主
導
で
こ
そ

副
理
事
長　
　

川
西　

敏
雄

参 加 記

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ
い
て
話
す
和
田
氏　
　

胃炎・胃潰瘍治療の基本について

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　11月９日（土）15時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　広島大学病院　総合内科・総合診療科　教授　伊藤　公訓先生
共　催　大塚製薬株式会社
参加費　無料

薬科部研究会



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９２３号 （６）２０１９年(令和元年)１０月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

支　 部　 の　 催　 物　 案　 内支　 部　 の　 催　 物　 案　 内

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

いま見るべし!!『延暦寺』根本中堂大
改修見学と近江八幡町並み散策
日　時　10月22日(火･祝)
　　　　明石駅高架下　８時集合
行　程　 滋賀県大津市（比叡山『延暦

寺』根本中堂の大改修見学、
近江牛すきやき一人鍋ラン
チ、近江八幡町並み散策フリ
ータイム等）

参加費　大人9800円
　　　　小学生5000円
定　員　40人

■明石支部■日帰りバスツアー

「ふるさとの見どころ再発見!!
 尼崎名所めぐり」
日　時　11月２日（土）14時20分～
集　合　 14時20分阪神尼崎駅南口

（14時30分出発）
予定コース　 阪神尼崎駅～世界の貯金箱博物

館～ヒノデ阿免本舗～尼崎城
　　　　※尼崎城到着時に記念写真撮影
　　　　後、解散予定

■尼崎支部■文化企画
「第９回クリスマスパーティー」
日　時　11月30日(土)
　　　　18時30分～20時30分
会　場　グリーンヒルホテル明石２階
参加費　 大人6000円、小学生まで

3000円
　　　　 （ビュッフェスタイルのお

食事＆飲み放題付）
〈マジックやビンゴなどの企画を予定〉

■明石支部■文化企画

「Febrile child case
 ＝発熱小児のケース＝」
日　時　11月15日（金）
　　　　14時～15時30分
会　場　西宮医療会館１階会議室
講　師　Mr.Robert Conroy
司　会　半田医院　半田伸夫先生
ｱドバｲザｰ　さかお内科・消化器内科
 坂尾将幸先生
　　　　中島クリニック
 中島敏雄先生

■西宮・芦屋支部■英語で診療MedicalEnglish

混
入
な
ど
に
関
し
て
症
例
が
発
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
明
が

あ
り
、
そ
の
上
で
３
事
例
の
報
告

　

昨
今
の
風
疹
・
麻
疹
の
流
行
を

受
け
て
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は

８
月
24
日
、
講
演
会
を
開
催
し

た
。
非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
講
演

と
あ
っ
て
、
１
０
０
人
を
超
え
る

参
加
が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
日
野
先
生
は
麻
疹
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
経
路
は
空
気
感
染
、
飛

沫
感
染
、
接
触
感
染
が
あ
り
、
そ

の
感
染
力
が
非
常
に
強
い
こ
と
を

強
調
さ
れ
た
。
無
抗
体
集
団
で
は

１
０
０
人
に
１
人
の
発
症
が
あ
れ

ば
、
12
〜
14
人
に
感
染
す
る
と
い

う
こ
と
を
話
さ
れ
、
そ
の
対
策
の

重
要
性
に
触
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
に

続
い
て
、
コ
プ
リ
ッ
ク
斑
・
全
身

の
発
疹
を
き
れ
い
な
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
て
、
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
数

年
前
に
関
東
で
診
ら
れ
た
、
異
形

麻
疹
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
可
能
性

が
あ
り
、
修
飾
麻
疹
は
生
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
、
十
分
な
免
疫
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
の
原
因

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

一
方
風
疹
に
関
し
て
は
、
妊
婦

に
感
染
し
て
起
こ
る
「
先
天
性
風

疹
症
候
群
」（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
に
対
す

る
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｒ

Ｓ
で
は
、
先
天
性
白
内
障
、
心
臓

奇
形
、
難
聴
の
症
状
が
あ
り
、
妊

娠
１
カ
月
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
検
出

率
が
59
％
で
、
４
カ
月
で
も
７
％

の
検
出
率
が
あ
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
あ
り
、
Ｃ
Ｒ
Ｓ
を
診
断
し

た
際
は
、
直
ち
に
保
健
所
に
届
け

る
必
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た

全
国
の
風
疹
患
者
数
は
、
２
０
１

３
年
の
ピ
ー
ク
時
か
ら
減
少
傾
向

で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
１
８
年
か

ら
再
び
上
昇
し
て
お
り
、
し
ば
ら

く
途
絶
え
て
い
た
Ｃ
Ｒ
Ｓ
が
今
年

は
す
で
に
３
例
報
告
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

風
疹
の
感
染
経
路
は
飛
沫
感
染

の
み
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
か
ら
見

れ
ば
、
我
々
が
気
を
付
け
て
診
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
Ｃ
Ｒ

Ｓ
の
み
な
ら
ず
麻
疹
、
風
疹
と
も

に
で
き
る
だ
け
早
く
保
健
所
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
る
。

と
で
あ
っ
た
。
手
足
口
以
外
に
も

肘
や
膝
、
臀
部
に
も
水
疱
が
出
現

す
る
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
ス
ラ
イ

ド
で
説
明
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
伝

染
性
紅
斑
、
そ
の
原
因
で
あ
る
ヒ

ト
パ
ル
ボ
ウ
イ
ル
ス
Ｂ
19
に
よ
る

合
併
症
に
つ
き
、
胎
児
水
腫
や
流

産
、
ま
た
貧
血
な
ど
の
造
血
障
害

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。
最
後
に

麻
疹
・
風
疹
の
抗
体
価
の
説
明
が

あ
り
、
麻
疹
で
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
（
Ｉ

ｇ
Ｇ
）
＝
16
・
０
以
上
、
風
疹
で

は
Ｈ
Ｉ
法
＝
１
・
32
以
上
が
陽
性

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　

一
貫
し
て
豊
富
な
ス
ラ
イ
ド
で

の
講
演
で
、
皮
膚
科
に
と
っ
て
も

小
児
科
・
内
科
に
と
っ
て
も
有
意

義
な
１
時
間
半
の
長
丁
場
の
講
演

で
あ
っ
た
。

 
【
西
宮
市　

法
貴　
　

憲
】

が
あ
り
ま
し
た
。

　

①
歯
科
治
療
中
に
上
顎
洞
内
に

直
径
０
・
３
㎝
ほ
ど
の
チ
ュ
ー
ブ

を
１
・
２
㎝
入
れ
て
し
ま
い
、
耳

鼻
科
に
受
診
さ
せ
る
も
訴
訟
に
発

展
し
か
け
た
事
例
、
②
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
中
に
部
品
を
喉
頭
に
落

と
し
て
咽
頭
梨
状
陥
凹
か
ら
咽
頭

異
物
鉗
子
で
取
り
出
し
た
事
例
、

③
口
蓋
な
ど
に
は
自
律
神
経
が
よ

く
発
達
し
て
い
て
、
キ
シ
ロ

カ
イ
ン
な
ど
に
よ
る
過
剰
刺

激
症
候
群
（Reilly

現
象
）

の
事
例
。

　

当
院
も
今
年
に
な
っ
て
、

病
院
耳
鼻
科
か
ら
上
顎
洞
炎

の
原
因
が
歯
で
は
な
い
か

と
、
精
査
お
よ
び
治
療
の
依

頼
が
２
症
例
あ
り
ま
し
た
。

歯
内
療
法
・
抜
歯
か
上
顎
洞
の
オ

ペ
か
難
し
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

歯
科
は
耳
鼻
科
領
域
と
隣
接
し

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
上
顎
洞
炎

以
外
に
も
、
上
顎
洞
内
へ
の
残
根

・
異
物
迷
入
、
イ
ン
レ
ー
・
ク
ラ

ウ
ン
な
ど
の
誤
嚥
、
味
覚
障
害
、

高
齢
者
の
摂
食
・
嚥
下
障
害
な
ど

連
携
す
る
事
例
は
多
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

　

先
生
は
最
後
に
、
い
ざ
事
が
起

こ
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な

く
、
も
し
起
こ
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
歯
科
と
耳
鼻

科
の
連
携
強
化
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
宝
塚
市
・
歯
科　
高
島　

俊
永
】

谷
口
先
生
が
歯
科
で
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
対
応
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

急性発疹症について講演
する日野先生　　　　　

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
24

日
、
兵
庫
県
農
業
会
館
会
議
室
で

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
を
開

催
。「
流
行
し
て
い
る
急
性
発
疹

症
の
臨
床
と
対
応
〜
麻
疹
、
風

疹
、
手
足
口
病
な
ど
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
関
東
中
央
病
院
・
皮
膚
科

特
別
顧
問
の
日
野
治
子
先
生
が
講

師
を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
１

２
１
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
法
貴
憲
先
生
の
感
想
を
紹
介

す
る
。

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・税務・
経営・融資　　　
078－393－1805

指導相談　
研究会活動

078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核
平和・環境公害　
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～17時

　

谷
口
先
生
か
ら
、
昨
年
来
耳
鼻

咽
喉
科
医
会
で
も
、
歯
科
の
異
物

　

北
阪
神
支
部
は
８
月
31
日
、
医

科
・
歯
科
連
携
研
究
会
を
開
催
。

会
員
12
人
が
参
加
し
た
。「
歯
科

領
域
で
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
〜

耳
鼻
科
領
域
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

〜
」
を
テ
ー
マ
に
伊
丹
市
の
谷
口

耳
鼻
咽
喉
科
医
院
院
長
の
谷
口
紀

善
先
生
が
講
演
し
た
。
高
島
俊
永

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

感 想 文

歯
科
と
耳
鼻
科

日
常
的
な
連
携
を

北
阪
神
支
部　

医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会

北
阪
神
支
部　

医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会

　

「
三
た
論
法
」（
あ
る
薬
を
飲

ん
だ
↓
治
っ
た
↓
薬
が
効
い

た
？
）
か
ら
始
ま
り
、
批
判
的
文

献
の
読
み
方
、
そ
し
て
、
数
字
を

ど
う
読
む
か
な
ど
内
容
は
盛
り
だ

く
さ
ん
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
治
療
薬
に
つ
い
て
で
あ
る
。
①

５
年
で
心
筋
梗
塞
を
30
％
減
少
さ

せ
る
。
②
あ
な
た
は
50
歳
で
、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
３
０
０
㎎
／
㎗
で

あ
る
。
③
経
済
的
に
は
め
ぐ
ま
れ

て
い
る
。
④
薬
の
副
作
用
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
も
し
、
あ
な
た
が
患

者
な
ら
治
療
を
受
け
る
だ
ろ
う

か
？
（
各
人
で
答
え
は
さ
ま
ざ
ま

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
30
％
減

少
が
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
）

　

次
に
話
題
は
、
感
度
・
特
異
度

と
な
っ
た
。「
感
度
と
陽
性
的
中

率
を
混
同
し
て
な
い
で
す
か
？
」

と
問
わ
れ
た
が
、
ま
さ
に
そ
の
通

り
で
あ
っ
た
。
検
査
前
確
率
の
設

定
が
必
要
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
話
は
新
聞
報
道
に
及

ん
だ
。
言
葉
の
定
義
自
体
が
あ
や

ふ
や
な
た
め
、
厳
密
な
論
議
が
難

し
い
。

　

会
員
以
外
に
も
、
伊
賀
先
生
と

繫
が
り
の
あ
る
学
生
さ
ん
、
医
局

の
先
生
、
ま
た
、
英

国
で
の
臨
床
経
験
の

あ
る
看
護
師
さ
ん
な

ど
多
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、

参
加
者
全
員
が
発
言

の
機
会
を
与
え
ら

れ
、
非
常
に
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ

た
。

　

講
師
の
伊
賀
先
生

に
は
次
回
も
ぜ
ひ
有

意
義
な
フ
ァ
イ
ア
サ

イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
企
画
い
た

だ
き
た
い
。

【
西
宮
市
・
歯
科

 

藤
森　

隆
史
】

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
31

日
、
西
宮
市
内
で
第
９
回
フ
ァ
イ

ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
。「
事
実
と
想
像
―
判
断

情
報
は
事
実
で
す
か
？
思
い
こ
み

で
は
な
い
で
す
か
？
―
」
を
テ
ー

マ
に
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
循
環
器

科
の
伊
賀
幹
二
先
生
が
講
師
を
務

め
、
医
師
・
医
学
生
ら
14
人
が
参

加
し
た
。
藤
森
隆
史
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

感
度
・
特
異
度
や
新
聞
報
道
な
ど
多
様
な
内
容
を

真
剣
に
討
議
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

感 想 文

情
報
を
ど
う
扱
う
か

活
発
に
意
見
交
換

西
宮・芦
屋
支
部　

第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

西
宮・芦
屋
支
部　

第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

感 想 文

早
期
診
断
・
早
期
対
処
で

急
性
発
疹
症
の
蔓
延
防
ご
う

西
宮
・
芦
屋
支
部　

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会

西
宮
・
芦
屋
支
部　

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会

　

手
足
口
病
は
、
エ
ン

テ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

で
、
コ
ク
サ
ッ
キ
ー

Ａ
、
Ｂ
、
エ
コ
ー
、
エ

ン
テ
ロ
な
ど
の
数
種
類

の
ウ
イ
ル
ス
が
関
与
し

て
い
て
、
年
に
２
〜
３

回
罹
患
す
る
こ
と
も
ま

れ
で
は
な
い
と
い
う
こ

個人医院の継承・閉院個人医院の継承・閉院
～継承先のない場合、親子間、対法人を含む第三者継承～～継承先のない場合、親子間、対法人を含む第三者継承～

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805まで

日　時　10月26日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　浦上税理士事務所　税理士　浦上　立志先生
参加費　3,000円（医院経営研究会会員は無料）

●医院経営研究会 10月例会
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具体的な症例を踏まえつつ、
おとなの発達障害について話
す田中先生　　　　　　　　

淡
路
支
部　

第

淡
路
支
部　

第
4141
回
支
部
総
会
記
念
講
演

回
支
部
総
会
記
念
講
演

お
と
な
の
発
達
障
害
の

理
解
を
深
め
た

　

淡
路
支
部
は
８
月
10
日
、
洲
本

市
内
で
第
41
回
支
部
総
会
を
開
催

し
た
。
記
念
講
演
で
は
「
お
と
な

の
発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
」
を

テ
ー
マ
に
県
立
ひ
ょ
う
ご
こ
こ
ろ

の
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
の
田
中
究

先
生
が
講
師
を
務
め
31
人
が
参
加

し
た
。
大
橋
明
先
生
の
感
想
を
紹

介
す
る
。

　

今
回
は
、
出
席
者
が
31
名
と
普

段
よ
り
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
テ
ー
マ
が
ど

れ
ほ
ど
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
か

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
田
中
究

先
生
は
具
体
的
な
症
例
に
加
え
、

ご
自
身
の
体
験
談
ま
で
お
話
し
て

い
た
だ
き
、
実
に
素
晴
ら
し
い
ご

講
演
で
し
た
。

　

最
近
、
さ
ま
ざ
ま

な
著
名
人
が
テ
レ
ビ

等
で
発
達
障
害
で
あ

る
こ
と
を
告
白
す
る

番
組
が
多
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
あ
る
噺
家
さ
ん

の
場
合
は
、
学
習
障

害
で
小
・
中
学
校
は

全
く
授
業
に
つ
い
て

い
け
ず
、
同
級
生
か
ら
は
馬
鹿
の

○
○
と
呼
ば
れ
、
つ
ら
い
日
を
送

ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
幸
い
に

も
、
落
語
の
世
界
に
居
場
所
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す

が
、
文
書
が
読
め
な
い
の
で
噺
家

と
し
て
大
成
す
る
ま
で
の
努
力
は

大
変
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
発
達
障
害
の
診
断
を

受
け
た
の
が
、
ほ
ん
の
６
年
前
と

の
こ
と
で
す
。
私
た
ち
医
療
従
事

者
は
、
早
期
診
断
と
可
能
な
ら
ば

将
来
へ
の
道
筋
を
示
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
日
々
研
鑚
を
つ
む
こ
と

の
重
要
性
を
田
中
先
生
の
ご
講
演

か
ら
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
次
第
で
す
。

 

【
淡
路
市　

大
橋　
　

明
】

「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」

の
推
奨
に
異
議
あ
り
！

 

中
央
区　
　

徐　
　

昌
教

員員 稿稿
会 投

　

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
」
の
接
種
を
推
奨
す
る
風
潮
が

高
ま
り
、
研
究
会
も
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
拙
速
と
い
う
も

の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、

「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
」
の
添

付
文
書
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
す
る
効
果
に
つ
い
て
は
確
認
さ

が
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
ガ
ー
ダ
シ
ル
の
審

議
結
果
報
告
書
（
ワ
ク
チ
ン
認
可

書
類
・
写
真
）
に
も
、
73
ペ
ー
ジ

の
う
ち
約
11
ペ
ー
ジ
に
黒
塗
り
が

あ
る
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
も
同

様
）。
こ
れ
は
添
付
文
書
で
は
な

い
が
、
製
造
過
程
が
黒
塗
り
、
不

純
物
も
黒
塗
り
、
新
添
加
物
も
黒

塗
り
だ
。
こ
の
「
黒
塗
り
ワ
ク
チ

ン
」
の
接
種
再
開
を
産
婦
人
科
学

会
が
進
言
す
る
の
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　

ワ
ク
チ
ン
推
進
医
師
は
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）、
Ｇ
Ａ
Ｃ

Ｖ
Ｓ
（
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
関

す
る
諮
問
委
員
会
）、
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

（
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
）
の
ワ

ク
チ
ン
再
開
要
請
の
声
明
を
安
全

性
の
根
拠
に
し
て
い
る
が
、
海
外

の
医
師
は
日
本
の
被
害
者
を
診
察

し
た
こ
と
が
な
く
、
無
責
任
な
声

明
で
あ
る
。
厚
労
省
祖
父
江
班
の

調
査
で
も
、
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
を

診
察
し
た
産
婦
人
科
医
師
は
極
め

て
少
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
再
開
を

望
む
な
ら
、
医
師
と
し
て
被
害
患

者
を
診
察
し
て
か
ら
判
断
す
べ
き

で
あ
る
。

　

２
０
１
７
年
に
は
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
勧
奨
を
や
め
た
ら
、
被
害

者
の
示
す
症
状
を
起
こ
す
思
春
期

の
女
子
が
激
減
し
た
と
い
う
疫
学

論
文
が
出
た
。
ワ
ク
チ
ン
と
被
害

の
因
果
関
係
を
示
し
た
も
の
で
は

な
い
か
。

　

ワ
ク
チ
ン
被
害
の
原
因
は
ア
ル

れ
て
い
な
い
」
と
記
載
が
あ
り
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
認
可
さ
れ
る

前
の
審
議
会
で
も
、「
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
と
呼
ん
で
は
い
け
な

い
」
と
警
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る

か
ど
う
か
は
20
〜
30
年
後
に
明
ら

か
に
な
る
の
で
あ
り
、
ま
だ
効
果

ミ
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
が
疑
わ
れ
て
い

る
。
な
ら
ば
、
血
中
・
尿
中
・
毛

髪
内
ア
ル
ミ
を
測
定
す
れ
ば
、
原

因
は
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
尿
中
の
ポ
ル
フ
ィ
リ

ン
測
定
も
行
え
ば
、
何
の
金
属
汚

染
が
あ
る
の
か
鑑
別
も
で
き
る
。

組
織
標
本
の
ア
ル
ミ
染
色
や
蛍
光

Ｘ
線
検
査
法
も
あ
る
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
被
害
の
客
観
的
診
断
法
を

確
立
す
べ
き
だ
。

　

被
害
者
が
望
む
の
は
治
療
で
あ

る
。
誰
も
が
、
ワ
ク
チ
ン
被
害
が

治
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

米
、
英
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
で
ワ

ク
チ
ン
被
害
者
の
治
療
が
始
ま
っ

て
い
る
。
日
本
に
も
、
分
子
整
合

医
学
、
点
滴
療
法
研
究
会
、
コ
ウ

ノ
メ
ソ
ッ
ド
な
ど
、
治
療
経
験
医

師
が
い
る
。
治
療
法
を
発
展
さ

せ
、
治
せ
る
医
師
を
作
り
出
す
べ

き
だ
。

　

最
後
に
、
保
険
医
協
会
に
は
被

害
者
に
寄
り
添
い
、
被
害
者
の
声

を
聞
く
講
演
会
も
開
催
す
る
よ
う

希
望
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
認
可
書
類
に
黒
塗
り

歯科保険請求 112

〈保険給付外の材料等による自由診療の扱い〉

【12月１日からハイブリッドコートⅡ保険収載】

Ｑ１　給付外の材料等による自由
診療の扱いのルールを教えてほし
い。
Ａ１　歯冠修復および欠損補綴の
通則21において、「保険給付外の
材料等による歯冠修復及び欠損補
綴は保険給付外の治療となるが、
この取り扱いは、歯および口腔に
対する治療体系が細分化されてい
る歯科治療の特殊性に鑑み、当該
治療を患者が希望した場合に限
り、歯冠修復にあっては歯冠形成
（支台築造を含む）以降、欠損補
綴にあっては補綴時診断以降を、
保険給付外の扱いとする。その際
に、当該治療を行った場合は、診
療録に自費診療への移行等や当該

部位に係る保険診療が完結してい
る旨が判るように明確に記載す
る」とされています。
Ｑ２　インプラントにクラスプは
かけられるのか。
Ａ２　保険給付外の診療で行われ
た歯科インプラント治療の完結か
ら一定期間を経た場合で、患者が
希望した場合に限り、保険で扱え
ます。レセプト摘要欄にクラスプ
の部位がわかるように記載してく
ださい。また、顎骨内に残存する
歯科インプラント上の有床義歯も
作製できます。カルテにはその部
位の自由診療が完結している旨や
保険診療への移行などが分かるよ
うに記載して下さい。

　９月25日の中医協総会で、医療
機器の保険適用について協議。サ
ンメディカル株式会社が企業提案
した、ハイブリッドコートⅡが新
技術として保険収載されることに
なった。19年12月１日から保険請
求できる。具体的な取り扱いは、
今後通知が発出される予定。

　
【準用技術料】Ｉ001歯髄保護処
置３間接歯髄保護処置　30点
【留意事項案】（１）区分番号
「Ｍ001　歯冠形成１生活歯歯冠
形成」を行った歯に対して、歯科
用シーリング・コーティング材を
用いて、象牙細管の封鎖を目的と
してコーティング処理を行った場
合に算定する。

中医協資料より

　抗認知症薬は使わないのが基本である。抗認知症薬はアルツハイ
マー病（AD）の病態生理を前提に開発されておりAD以外の認知症
性疾患には理論的に効かない。例えばリバスチグミンはレビー小体
型認知症に効かないとプラセボ対照試験で判明している。だが認知
症性疾患を正確に診断するのは難しく厚労省の認知症有病率調査で
専門施設による診断のばらつきが著しいと判明している。専門医で
さえ診断はいい加減なので一般医が早期正確診断を目指す必要はな
い。また、仮にADの診断が合っていても抗認知症薬は効かないか、
あまり効かない。現にメマンチン、リバスチグミン、ガランタミン
の三剤は国内治験で有効性がプラセボを上回らなかった。厚労省の
「かかりつけ医のためのBPSDに対応する向精神薬使用ガイドライ
ン」は抗認知症薬の使用を推奨しているがガイドライン作成者は製
薬会社から月額八十万円以上の講演謝金や原稿料等を得ているので
信用できない。 【小田　記】

日　時　11月９日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　兵庫県立ひょうごこころの医療センター精神科医長
　　　　認知症疾患医療センター長　小田　陽彦先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

知っておきたい抗認知症薬の真実

第558回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度のご案内

保険医のための「住宅ローン」

変動0.55％　　固定0.8％
（10月1日現在の金利）

（10年固定の場合）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より

感 想 文
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東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
口腔顔面痛制御学分野 西山　　暁先生講演

咬合違和感は歯科心身症？

咬合違和感とは
　咬合とは上下の歯の接触状態のこ
とであり、下顎の閉口終末位におけ
る接触関係（咬頭嵌合位）、側方運
動や前方運動時の接触関係（ガイ
ド）がある。咬合異常の診療ガイド
ライン１）によると正常な咬合関係
は、①咬頭嵌合位において下顎頭が
関節窩内で安定した位置にあるこ
と、②咬頭嵌合位への閉口時に早期
接触がないこと、③偏心運動時に咬
頭干渉がなく適正なガイドがあるこ
とと示されている。
　しかし、医療機関に来院する患者
の中には、「咬み合わせがおかし
い」、「咬む位置が安定しない」とい
った主訴を持つものが存在する。こ
のような患者の病態は、“咬合違和
感”という言葉で表現される。これ
は 咬 合 感 覚 異 常 症（Occlusal 
dysesthesia： ＯＤ）や、phantom 
bite syndrome（ＰＢＳ）と同義語
で用いられることが多い。そのた
め、咬合違和感とは歯科心身症の一
種であると思われがちであり、早々
に歯科系の大学病院や精神科への受
診が促されてしまう。果たして、そ
れは正しい認識といえるのだろか。
　国語辞典をみると、咬合とは“上
下の歯の接触状態”であり、違和感
とは“しっくりしないこと”と示さ
れている。したがって“咬合違和
感”をそのままの意味でとらえる
と、「上下の歯の接触状態がしっく
りしないこと」ということになる。
このような状況は、ＯＤやＰＢＳ以
外の疾患でも生じる可能性が高いと
考えらえる。
　咬合違和感を訴える病態につい
て、日本補綴歯科学会では「咬合違
和感症候群：occlusal discomfort 
syndrome（ＯＤＳ）」という名称を
提示している２）。広義のＯＤＳは明
らかな咬合の不調和の有無に関係な
く、前述した「上下の歯の接触状態
がしっくりしない」という訴えがあ
る状況である。一方、狭義のＯＤＳ
は咬合とは無関係に咬合の違和感を
訴える状況であり、ＯＤやＰＢＳに
該当する。したがって、咬合違和感
を訴える患者が来院した場合、狭義
のＯＤＳではない可能性も踏まえて
対応することが重要となる。

咬合違和感症候群の分類
　神奈川歯科大学の玉置教授による
と、ＯＤＳはその原因から三つのタ
イプに分類することができる（図
１）。
　タイプ１はう蝕や歯周病、根尖性
歯周炎、不正咬合、さらには修復物
や補綴物の調整不足などによって生
じる咬合違和感である。つまり、歯
や歯周組織にその原因が存在する場
合である。他にも、歯根膜への負担
過重によって生じる歯根膜の過敏化
がある。負担過重の主な原因として
はブラキシズムが考えられる。
　タイプ２は顎関節や咀嚼筋に何ら
かの問題が生じ、その結果として咬

合関係が不安定になり生じた咬合違
和感である。顎関節や咀嚼筋に問題
を生じさせる疾患はさまざまである
が、顎関節症が日常臨床では遭遇す
る頻度が高いと思われる。顎関節症
による咬合変化は、顎関節症症状が
発現してすぐに生じる場合（急性）
と、時間をかけて徐々に変化が生じ
る場合（遅発性）がある。
　急性に生じるのは顎関節円板の位
置変化に起因することが多いが、痛
みによって生じる場合もあることを
知っておくことが重要である３）。顎
関節や咀嚼筋の痛みによって、下顎
の閉口終末位が変化すると、咬合接
触関係も変化することから咬合違和
感が生じるようになる。また、痛み
によって咬合感覚自体に変化が生
じ、咬合接触関係に変化が生じてい
ないにもかかわらず咬合違和感が生
じることもある。
　したがって、痛みを伴う顎関節症
患者の咬合関係の判断については、
十分な注意が必要となる。遅発性に
生じるのは下顎頭の変形により下顎
位が変化した場合である。また、ジ
ストニアやジスキネジアなどの不随
意運動によっても咬合変化が生じる
こともある。
　タイプ３はタイプ１およびタイプ
２に当てはまらない咬合違和感であ
る。頭蓋内疾患や他の病気の結果と
して生じている場合もあるが、その
ような原因が見つからない場合は、
ＯＤあるいはＰＢＳである可能性が
高くなる４）。ＯＤあるいはＰＢＳの
場合、精神的要因が背景にある可能
性が高いと考えられている。

咬合違和感症候群への対応
　ＯＤＳへの対応は、タイプごとに
異なってくる。
　タイプ１では、咬合違和感の原因
となっている歯や歯周組織に起因す
る疾患の治療を行ってゆく。すなわ
ち、歯周疾患であればその治療を、
根尖性歯周炎であれば歯内治療を進
めることになる。ブラキシズムによ
る歯根膜への負担過重であれば、ブ
ラキシズムのレベルダウンを行う必
要があるが、そこで注目すべきは覚
醒時ブラキシズムの一種である“Ｔ
ＣＨ（tooth contacting habit）”で
ある。
　ＴＣＨは「上下歯を持続的に接触
させている状態が長時間化している
習癖行動」であり、“くいしばり”
のイメージよりも小さな力５）が生

じている状態である。歯に弱くて持
続的な咬合力を加えることによっ
て、歯根膜感覚の変化が生じる可能
性が報告されている６）。したがっ
て、ＴＣＨをコントロール（※）す
ることによって歯根膜への刺激を少
なくすることが功を奏する可能性が
ある。
　タイプ２では、顎関節あるいは咀
嚼筋に生じている疾患の治療を行っ
てゆく。顎関節症については、保存
的治療から開始することが重要であ
り、その中心は運動療法や行動療法
などの“セルフマネージメント“で
ある。咀嚼筋の不随意運動がある場
合は、神経内科への紹介が必要とな
る。
　タイプ３では、歯や歯周組織、顎
関節、咀嚼筋自体に問題はないこと
から、咬合調整などの歯科的対応は
避けるべきである。咬合調整はむし
ろ症状を悪化させてしまう場合も考
えられる。原因の多くは精神疾患が
背景になっている可能性があること
から、最終的には心療内科や精神科
への受診が必要となることが多い。
　しかし、タイプ３の患者の特徴と
して、自分の咬合を頻繁に確認する
行動が多いといわれており、ＴＣＨ
コントロールによってその確認頻度
を減少させてみることも対応の１つ
になりうると考えらえる（図２）。

まとめ
　以上のことから、Type１とType
２については、原因が比較的明らか
であるため、適切な診断さえ行えれ
ば通常の歯科的対応により改善する
可能性がある。たとえType３の可
能性があったとしても、まずは歯や
歯周組織、顎関節、咀嚼筋などの状
況をきちんと精査する必要がある。
　患者が咬合違和感を訴えているか
らといって敬遠するのではなく、冷
静に対応することが患者のためにも
重要であるといえる。
※ＴＣＨのコントロールは行動変容

法を用いて行ってゆく。リマインダ
ーと呼ばれる合図を用いて、日常生
活の中で上下の歯が当たっている頻
度やそのときの状況を確認してゆ
く。歯が当たっていた場合は鼻から
吸って口から吐き出す“深呼吸”を
行い、上下の歯が離れた感覚をすぐ
に経験させる。この行動を繰り返す
ことにより、リマインダーからの合
図がなくても、歯が当たっているこ
とに患者自らが気付くにようにな
る。すなわち、自分で行動をリセッ
トする能力が身についてくる。
（３月24日、歯科定例研究会より）
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図１　咬合違和感症候群（ＯＤＳ）の分類 図２　タイプ３に対してはＴＣＨコントロールを
行ってみるのも一考である　　　　

咬合違和感症候群

・歯、歯周組織の異常に起因するType 1
広義

・顎関節、咀嚼筋の異常に起因するType 2
広義

上下歯の接触、歯や歯列自体に関する
感覚や知覚の不具合

Type 3
狭義・上記以外で咬合の異常に起因しない

(occlusal dysesthesia, phantom bite syndrome)

玉置先生のスライドより

咬合違和感

OD or PBS?

改善 非改善軽減

経過観察

TCHコントロール

歯科部会
初級歯科助手講座

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　11月24日（日）10時～17時　　会　場　協会５階会議室
内　容　 「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」、「院内感染対策の基礎知識」、

「医療保障の種類と受付業務・レセプトの流れ等」、「患者接遇とコ
ミュニケーション」－電話応対等の実技演習付－

テキスト　「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック」
参加費　 6000円（資料・弁当・飲み物代含む）
　　　　※１日参加者には「修了証」「受講証」発行
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